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令和 8年 8月12日事務事業評価シート（１/２）
15時43分03秒

【関連予算情報】評価年度 令和 7年度 進捗区分 ２次評価
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0001421010 下水道課経営係

事務事業 03093 下水道維持管理事業 電話番号 0566-71-2247
【基本情報】
計画次数 03 第９次安城市総合計画
重点戦略 003 ばしょ
分野別 002 １３住環境
施策の取組 004 良好な水環境の実現
事務事業 001 下水道維持管理事業

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

平成 5年度事業期間 ～
実施方法 一部委託 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 下水道事業 事業区分 義務的／政策的 性質別費目
重点戦略 マニフェスト
根拠法令等 下水道法、浄化槽法ほか

平成31年度に下水道事業を企業会計に移行したことにより、事務事業を下水道維持管理事業、下水道建設改良事
業に再編しました。 所属長名

担当者

備考

【事業分析】
対象 下水道使用者が

目的 安全・安心な下水道サービスを継続して受けることができます。

手段 下水道施設の計画的な点検及び維持管理を行い、その機能を保持するとともに、接続率の向上を図ります。

事務内容 汚水管路等施設管理、事業場排水管理、接続促進、水洗便所改造融資あっせん、雨水貯留施設設置促進など

（単位：千円）【コスト】
令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 3,038,185 3,148,969 3,442,870
事業費 2,971,185 3,075,969 3,369,870
国庫支出金 18,545 18,605 34,870
県支出金 0 0 0
地方債 0 0 0
その他 993,300 771,332 1,067,970
一般財源 1,959,340 2,286,032 2,267,030

人件費計 67,000 73,000 73,000
正規（人） 10.00 10.00 10.00

その他経費 0 0 0

令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

下水道使用料調定額 下水道使用料調定額 下水道使用料調定額
1,679,765千円 1,945,917千円 1,970,175千円
【運転・監視・点検】 【運転・監視・点検】 【運転・監視・点検】
管渠、広美中継ポンプ 管渠、広美中継ポンプ 管渠、広美中継ポンプ
マンホールポンプ、福 マンホールポンプ、福 マンホールポンプ、福【事務事業活動実績】
釜浄化センター　一式 釜浄化センター　一式 釜浄化センター　一式
【排水水質検査】 【排水水質検査】 【排水水質検査】
事業場　33箇所 事業場　22箇所 事業場　24箇所
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評価年度 令和 7年度 進捗区分 ２次評価
所属 0001421010 下水道課経営係
事務事業 03093 下水道維持管理事業

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

下水道接続人口 148,000.00 151,000.00 151,000.00
人

146,386.00 147,337.00 0.00

管路損傷、ポンプ場、 0.00 0.00 0.00件マンホールポンプ、浄
0.00 0.00 0.00化センター事故件数

下水排水基準を超過し 0.00 0.00 0.00た事業場 箇所
3.00 4.00 0.00

接続促進活動（通知・ 2,500.00 2,500.00 2,300.00
件訪問）

2,616.00 2,629.00 0.00

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 １
理由 市が整備した施設であり、他事業主体が行うべきではありません。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 １

理由 下水道への接続により、生活環境の改善を図ることができます。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3 １

理由 接続人口は増加しています。
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 １

理由 施設等の維持管理を民間事業者に委託し、効率化を図っています。
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 他の自治体においても、同様の維持管理を行っています。
【１次評価結果】

維持・継続事業の方向性
下水道施設に起因する道路陥没等による事故を防止するために、定期的な点検を継続していきます。

採択また、整備した下水道を有効なものとするため、接続人口が増加するように、継続して下水道接続促進活動を行
っていきます。

１次コメント
（４００文字）

予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）
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【関連予算情報】評価年度 令和 7年度 進捗区分 ２次評価
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0001421010 下水道課経営係

事務事業 03094 下水道建設改良事業 電話番号 0566-71-2247
【基本情報】
計画次数 03 第９次安城市総合計画
重点戦略 003 ばしょ
分野別 002 １３住環境
施策の取組 004 良好な水環境の実現
事務事業 002 下水道建設改良事業

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

昭和49年度事業期間 ～
実施方法 一部委託 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 下水道事業 事業区分 義務的／政策的 性質別費目
重点戦略 マニフェスト ○
根拠法令等 下水道法、浄化槽法ほか

平成31年度に下水道事業を企業会計に移行したことにより、事務事業を下水道維持管理事業、下水道建設改良事
業に再編しました。 所属長名

担当者

備考

【事業分析】
対象 下水道計画区域内の住民・事業者が

目的 下水道整備により下水道が使えるようになり、衛生的な生活環境への改善を図ることができます。

手段 下水道の整備により、供用区域を拡大し、普及率の向上を図ります。併せて、大規模地震の発生に備え、下水道
施設の耐震化を進めます。

事務内容 汚水管路整備、下水道耐震化など

（単位：千円）【コスト】
令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 2,837,519 2,712,322 2,424,067
事業費 2,770,519 2,632,022 2,351,067
国庫支出金 350,994 336,370 339,980
県支出金 0 0 0
地方債 827,600 790,000 405,200
その他 185,000 266,000 268,547
一般財源 1,406,925 1,239,652 1,337,340

人件費計 67,000 80,300 73,000
正規（人） 10.00 11.00 10.00

その他経費 0 0 0

令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

【下水道築造工事】 【下水道築造工事】 【路面復旧工事】
赤松、福釜南及び南明 赤松、福釜荒子及び南 赤松及び福釜荒子工区
治区画工区 明治区画工区 【下水道施設改築・更
【路面復旧工事】 【路面復旧工事】 新工事】
赤松、福釜南及び和泉 赤松及び福釜南工区 安城町ほか市内一円【事務事業活動実績】
中工区 【下水道施設耐震化工 【下水道施設耐震化工
【下水道施設耐震化工 事】 事】
事】 和泉町 里町及び東栄町
安城町
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評価年度 令和 7年度 進捗区分 ２次評価
所属 0001421010 下水道課経営係
事務事業 03094 下水道建設改良事業

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

供用開始面積 29.00 20.40 52.00
ha

27.50 19.10 0.00

下水道普及率 84.70 85.30 85.70％
83.90 84.50 0.00

マンホール浮上防止等 100.00 100.00 100.00耐震化率　Ｎ＝54基 ％
100.00 100.00 0.00

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 １
理由 市が整備する施設であり、他事業主体が行うものではありません。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 １

理由 下水道を整備することにより、住みやすくなります。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3 １

理由 目標を達成するため、工事の早期発注及び早期完了を行います。
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 １

理由 施設の最適化により、コストの縮減を図っています。
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 事業規模や整備状況は、全国平均と概ね同等です。
【１次評価結果】

維持・継続事業の方向性
下水道築造工事が概ね完了したため、下水道施設のストックマネジメント計画に基づく改築・更新及び耐震化を

採択進めます。

１次コメント
（４００文字）

予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）
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